
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの輝く未来のために！ 

佐賀県教育センター http://www.saga-ed.jp/ 
〒840-0214 佐賀県佐賀市大和町大字川上 
TEL 0952-62-5211(代) FAX 0952-62-6404 

平成２４年４月２０日発行  

● 所長あいさつ 

● 特集 

プロジェクト研究の成果 

今年度の研修講座の紹介 

● 教育センター 知っ得情報   

教育センターニュース 

１２３号 

掲載記事 

 
 「ミネルバ」はローマ神話に由来する学問・知恵を司る女神の名前です。女神の連れているフクロウは知恵の象徴だと言わ
れています。時代が転換していく状況の中で英知をもって飛躍し，そこから新しい時代を切り拓く願いが込められています。 

「頼られ，提案のできる」教育センターとして 

所長 坂本 武敏 

  

 生命力溢れる季節となりました。東日本大震災から１年あまりが経過し，復興に向けた様々な取

組の中で，絆の大切さを再認識しているところです。県内でも，各学校で児童会・生徒会を中心と

した支援活動がなされ，その様子が新聞等で紹介されています。これらの記事を目にする度に，こ

の季節の草木のように伸びゆく子どもたちの姿をまぶしく感じます。私も，私なりの支援の在り方

を考え，実践するとともに，一日も早い復興を祈っております。 

 さて，この４月から，中学校でも新学習指導要領に基づく教育が全面実施となり，高等学校にお

いても，数学，理科及び理数の各教科で先行実施が始まりました。 

 新学習指導要領に基づく教育がこれから着実に実を結ぶように，学校や先生方に「頼られ，提案

のできる」教育センターとして，役割を着実に果たしていきたいと考えています。 

 今年度も，教育センターの運営方針を，「新学習指導要領に基づく『分かる授業』の推進」とし，

「分かった！」「できた！」「授業って，おもしろい！」「もっと学びたい！」と児童生徒が感じる

授業を目指して，研修講座や調査・研究，相談・支援などの事業の充実を図っていきます。 

 例えば，「分かる授業」の推進を図るため，「新学習指導要領に対応したこれからの授業づくり」

をテーマとして，指導と評価の一体化を図るための研修講座，ＩＣＴ活用力を高める研修講座，特

別支援教育の充実・不登校や問題行動への対応を図る研修講座を実施します。大学教授や，先駆的

な取組をされている先生，主導的立場にあられる先生方を招いての講義・実践発表，電子黒板やタ

ブレット端末を効果的に活用した研究授業・指導展開案の提案等，今日の教育課題を解決するため

の一助となる内容を盛り込んでいます。是非，多くの先生方に受講していただき，指導に生かして

いただければと思います。 

 また，教育センターで行っている研究の成果や学習状況調査の分析結果について，今年度も随時

情報を発信していきます。ホームページに掲載している研究成果等を積極的にご活用ください。 

 今後も学校のニーズや時代の流れに柔軟に対応し，先生方の教育実践を共に考え，信頼される教

育センターとして尽力いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 
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研究課 研究調査担当 ＴＥＬ：0952-62-5214(直通) メール：kenkyu@saga-ed.jp 問い合わせ先 

 教育センターでは，研究調査事業として，佐賀

県の教育課題を解決するために「プロジェクト研

究」を進めています。今回は，３月に教育センタ

ーホームページ(「授業に役立つ実践研究」内)に

公開した研究成果の概要を紹介します。７本のプ

ロジェクト研究全てが，平成 22 年度から２年間

の取組です。研究成果の詳細は，ホームページに

掲載しています。 

平成 23年度の研究を紹介します。 

小学校算数科 
すぐに使える授業プランと学習プリント 

 算数科における言語活動を充実させるため
に，児童が自分の考えを基に説明する場面を重
視した授業プランを提案しています。学習の定
着，発展のた 
めのプリント 
も掲載してい 
ます。 

小・中学校特別活動 

 話合い活動における一連の活動過程を授業モ
デルとして提案しています。ペア活動による振
り返りの時間を重視した展開案の他，振り返り
カードや，ペア 
活動のヒント 
(児童生徒向け 
手引き)等も掲 
載しています。 
 

学級活動内容(２)における授業モデル 

中学校国語科 
授業モデルを基にした授業展開案 

 「生きて働く言語能力」を育てる学習指導の
具体的な手立てを提案しています。学習の場面
ごとの手立てを示した授業モデルとそれに基づ
く授業展開案も提案しています。ワークシート，
学習プ 
リント 
等も掲 
載して 
います。 

小・中・高等学校教育相談 
ソーシャルスキル・トレーニングに関する活動プログラム 

 子どもたちのよりよい人間関係を築く力を育
成するために，発達の段階に合わせた「１２の
基本スキル」の活動プログラム(授業前・授業・
授業後の取組) 
を提案してい 
ます。展開案・ 
ワークシート 
等はすぐに使 
える資料です。 

小学校国語科 
言語活動の取り入れ方が分かる手引き 

 単元を構成する上で必要な単元づくりの考え
方や手順を分かりやすく示した手引きを作成し
掲載しています。ね 
らいの設定や教材研 
究の方法を段階的に 
示しています。言語 
活動の設定に関する 
資料も掲載していま 
す。 

小・中学校理科 
科学的な思考力・表現力を高めるワークシート 

 理科における言語活動とものづくりの活動を
充実させることにより，児童生徒の科学的な思
考力・表現力の育成を高めるワークシートを作
成し，提案しています。ワークシートと学習評
価との対 
応につい 
ての解説 
も掲載し 
ています。」 

 全学年の全学習内容で授業展開案を作成し，
その具体的な進め方が分かる詳細授業展開案も
提案しています。知識・技能の習得を図る学習
プリントと思考力・ 
判断力・表現力を育 
む学習プリントも掲 
載しています。日々 
の学習指導に利用す 
ることができます。 

中学校数学科 
学習指導に役立つ授業展開案と学習プリント 

http://www/saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/ 
※キーワード検索または下記ＵＲＬからご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出前講座小学校国語科」 

   10月 11日(木) 鳥栖市 
  10月 12日(金) 武雄市 
 「小学校国語科Ⅰ講座」の一部と同一の研 
 修内容です。 

「出前講座小学校算数科」 

   10月 23日(火) 唐津市 
  10月 25日(木) 鹿島市 
 「小学校算数科Ⅱ講座」の一部と同一の研 
 修内容です。 

 

 

「人権･同和教育基礎講座」 ６月 15日(金) 

  学校全体・学年・学級等における人権･同和教育の基礎・ 

 基本について学ぶことができます。 

 

「子どもや保護者への関わりに生かすブリーフセラピー 

 講座」 

  ８月６日(月) ※午前は公開講座 

  問題の解決に焦点を当てたアプローチ法であるブリーフ 

 セラピー(短期療法)の理論とその方法について知ることが 

 できます。 

 

「発達障害のある子どもがよりよく青年期を送るための 

 支援講座」 

  ８月 29日(水) ※午前は公開講座，会場はアバンセ 

  中学校や高等学校に在籍する発達障害のある生徒が抱え 

 る課題を理解し，充実した学校生活を送るための支援の在 

 り方を学ぶことができます。 

 

「ＷＩＳＣ－Ⅲから見える子どもの特性の理解と支援講座」 

  ９月 25日(火) ※午後半日 

  検査結果の内容を基に，子どもの特性を理解し，学習や 

 生活においてよりよく活動できるような支援の在り方につ 

 いて学ぶことができます。 
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研修課 短期研修担当 ＴＥＬ：0952-62-5212(直通) メール：tanken@saga-ed.jp 問い合わせ先 

新設講座，出前講座，公開講座を紹介します。 

 

講 座 名 講 師 期 日 

キャリア教育講座 
福岡大学人文学部 
  講師  寺崎 里水 

５月 24日(木) 
午後半日 

小学校社会科Ⅰ講座 
文部科学省初等中等教育局 
  教科調査官  澤井 陽介 

８月 ９日(木) 
午後半日 

小学校外国語活動Ⅱ講座 
松山大学大学院言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究科 
  教授  金森 強 

７月 30日(月) 
午前半日 

子どもや保護者への関わりに生かすブリーフセ
ラピー講座 

東京大学大学院医学系研究科 
  助教  森 俊夫 

８月 ６日(月) 
午前半日 

発達障害のある子どもがよりよく青年期を送る
ための支援講座 

宇都宮大学教育学部 
  教授  梅永 雄二 

８月 29日(水) 
午前【アバンセ】 

 

 教育センターでは，多様な講座を用意して先生方をお待ちしています。今年

度新設した講座と，全ての出前講座及び公開講座を紹介します。詳細は教育セ

ンターホームページの実施要項をご覧ください。申込みは，研修講座申込シス

テムより行ってください。(教育相談集中講座・10年経験者研修を除きます。)      

今年度も全国の著名な講師をお招きしています。 

講座案内のホームページアドレスはこちらです。 

( http://www.saga-ed.jp/tanken/kouzaannai/ ) 

※「受講者募集」のポスター(右図)は各学校に配布しています。 

 

教科に関する出前講座 

教育相談・特別支援教育に関する出前講座 

「出前講座教育相談」 

  ６月 ５日(火) 唐津市 
  ６月 12日(火) 鹿島市 
 「心に聴くカウンセリング講座」と同一の 
 研修内容です。 

「出前講座特別支援教育」 

  ９月 24日(月) 鳥栖市 
  ９月 27日(木) 武雄市 
 「ＷＩＳＣ－Ⅲから見える子どもの特性の 
 理解と支援講座」と同一の研修内容です。 

 

※出前講座は 

午後半日です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

     

     

 

教育センター ・教育センターからのお知らせ

を掲載しています。 

・「ミネルバ」はホームページで

もご覧いただけます。 
http://www.saga-ed.jp/ 

  
問い合わせ先 情報課 教育課程支援担当 ＴＥＬ：0952-62-5238(直通) メール：shien@saga-ed.jp 

の分科会・ワークショップを中心に，参加者同士の交流を深めることができました。 

第 13回教育実践交流会を開催しました。 

長期研修生ポスターセッション 論文入賞者による発表 分科会(外国語) 分科会(数学) 

全体会(開会式の様子) ワークショップ(理科) 分科会(教育相談) 分科会(社会) 

図書資料室をご活用ください。 

参加者の声  ＊＊多数のご参加をいただき，ありがとうございました。＊＊ 

 平成 24年２月 14日，第 13回教育実践交流会を開催しました。全体会では，教育論文・ＩＣＴ活

用実践研究入賞者の表彰及び研究内容の紹介を行いました。その後，入賞された先生方に研究内容を

発表していただき，優れた教育実践を共有することができました。午前中は，ポスターセッション形

式による長期研修生の研修成果発表も行い，１年または半年間の研究内容が次々に発表されました。 

 午後からは，２１の分科会・ワークショップを行い，各分科会に多数の先生方にご参加いただきま

した。児童生徒の作品を持ち寄っての意見交換や，所員の研究成果発表を基にした協議，実験や体験

を中心とした活動等，様々な交流を行い，先生方のおかげで盛会に終えることができました。 

 今年度の教育実践交流会においても，教科・領域ごとに工夫を凝らした分科会・ワークショップを

企画します。授業実践の共有や情報交換のため，ご参加ください。 

・ 授業実践や悩み・取組についての意見交換ができてよかった。貴重な意見や考えをもらった。 

・ 校種を交えての意見交換は，小中連携に向けて有効であり，今後も続けてほしい。 

・ 授業改善の具体的な方策を示してもらい，参考になった。 

・ それぞれの実践や作品を通した交流では，いろいろな取組を知ることができ，勉強になった。 

「学習評価の進め方」(手引き) 教育用図書 教育書(教科ごとに分類) 

 教育センターの図書資料室では，教育書の他，各教育機関の研究紀要，教育雑誌等，多くの蔵書を

所蔵しています。小・中・高等学校の教科書や教育用図書，所員の研究成果物及び県内の小・中・高

等学校の学習指導案も収集・整理しています。また，研修講座の際には，昼食会場や話合い，作業等

の場としても利用していただけます。電話・メールでのお問い合わせにも担当所員がお答えします。 

教育雑誌 


